MS

△→１

スタート直後としては難易度の高いレッグだが、押さえるべきポイントは３つのみ。

道の分岐、鞍部、ポストは傾斜変換、の３つを押さえれば難しくはない。こういうシンプルな見方ができるかどうかは、レース全体を通して影響してくる。
１→２

典型的な尾根越えのショートレッグ。直進とコンタリングがある。

おそらくどちらも大差はないが、コンタリングならば高さ感覚と一つ目の尾根を巻く意識が。直進ならば斜面に流されず進むことがそれぞれポイント。

２→３

道を回るルートと、コンタリングを用いて真っ直ぐに近いルートの２つが考えられる。

推定ベストルートはコンタリングを用いるほう。アップはほぼ同じだが、距離がかなり近い。ただし、道周りの方がリスクが少なく、スピードも出しやすいため、差は30秒～1分程度と考えられる。レース序盤にリスクを取るべきではないという視点から見ると、道周りも十分考えられる選択（実際トップラップタイの西村は道周りとのこと）。

意外にもコース中３番目の難易度となっており、ここで差がついたことがわかる。伴は2位ラップの宮本に40秒の差をつけ、2位に浮上した。
３→４

1つ目のロングレッグ。ルートチョイスは組み合わせによりいくつもある。

右の道に乗り、上からアタックするルート。左の道に乗り、下からアタックするルート。左の道に乗った後、途中の大きなピークを越えて右ルートに乗り換えるルート。およびこれらの組み合わせが考えられる。

距離・アップ・走りやすさの３つ全てを満足するルートは存在せず、個人の特徴に合わせたルート選択が必要。最も確実なのは、左の道に乗り下からアタックするルート。

このレッグは、唯一、MSクラスとMOクラスで大きな難易度の差が存在したレッグ。MSクラスでは、2位以下に40秒以上の差をつけた宮本が、伴・松矢を振り切り、既に独走態勢を築いている。
4から8まではショートレッグが続く。どれも難易度は低めで、セレ通過のためにはそつなくこなすことが求められる。

ここも宮本は無難にこなしトップを堅持。栄森が伴を抜き、ミスをした松矢・福田に市脇が追いつく展開となった。

4→5

ポイントは、登り過ぎてスルーしないことと、手前で不安にならないことの2点。

やや手前から尾根と沢の境界上を進む、道の分岐を見る、などの対応策が考えられる。よくある課題なので、今回ミスしたor不安になった選手は、自分なりの対応策を考えておくと今後同じ課題に出会った時に役に立つと思われる。

5→6

さきほどと似通った課題。ポスト手前の大きな尾根上で現在位置を確定すること。右から尾根が合流してくる、傾斜変換がある、などの情報を読み取って利用できるかが鍵。
6→7

直進主体。南にある大きな尾根を越えた先にある2つ目の沢。斜面に流されさえしなければ難しくはない。

7→8

下るだけだが、ポストは沢底にはないことに注意。このレッグは上位陣に色つきラップはなく、中村・平井・中島が取っている。平井は、1回生ながら6→7で1位、7→8で2位と光るものを見せている。
8→9

2つ目のロングレッグ。

ルートは大きく２つ。舗装路を走るか、できる限りレグ線に近づけて山の中を走るか。

レグ線に近づけて走った方がアップはかなり増えるが、同じか若干早い、というのが運営者試走からの推定（ただい８ポの位置がかなり違った）

しかし、このレッグの最大のポイントは、上記２つのどちらのルートをとるかということよりも、脱出して舗装路に乗るまでのルートチョイスであった。選手の話を聞くと、こちらの推定ルートを走った選手は極少数。多くの選手が、すぐに下って舗装路に乗り、距離・アップともに損をしていた。
もちろん、推定ベストルートは技術力を要するため、不安のある選手は早めに舗装路に出るのが結果的には早く、セレ通過に繋がる可能性が高い。しかし、インカレ本番にむけては、このようなルートを選択できるだけの技術力が必要とされると考えられる。
このレッグ1位は市脇がとり、4位に浮上している。
9→10

事実上このコース最後のレッグにして、今回のコース最大の難易度となったレッグ。大きくミスをした小林・渡辺は、惜しくもここでセレ通過を逃している。逆にここをそつなくこなした藤田は9位から7位に浮上しセレ通過を果たした。

このレッグ、運営者の推定ベストルートは、3番道を引っ張りコンタリングでアタックするルート。直進気味のルートだと激斜の登り返しがあるが、推定ルートは登りで道を使えるので早いと考えていた。上位選手はこのルートを取ると考えていたが、実際にはこのルートを選択した選手は確認できなかった。

なお、直進ルートを取ったとしても、MSとMOで2分の差があるのは、現役生のミクロなルートチョイスに改善の余地があることを示していると思われる。

以上、簡単ながら、推定ベストルートおよび各レッグの要点をまとめた。ここに書いたことが全て正しいというわけではないが、各選手の今後の参考となれば幸いである。
